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江
津
万
葉
フ
ェ
ス

　
　
　

人
麻
呂
の
世
界
に
浸
る

県
西
部
に
ゆ
か
り
の
深
い
歌
聖
・
柿
本
人
麻

呂
の
魅
力
を
探
る
「
万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

ｉ
ｎ 

石
見
」（
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
な
ど
が
主

催
）
が
3
月
1
日
、
江
津
市
嘉
久
志
町
の
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
学
術
的
な
講

演
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
地
元
児
童
に
よ

る
万
葉
集
収
録
の
「
石
見
相
聞
歌
」
の
朗
唱
、

万
葉
衣
装
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
あ
っ

た
。
3
月
2
日
は
、
人
麻
呂
ゆ
か
り
の
地
を
巡

る
バ
ス
ツ
ア
ー
も
行
わ
れ
た
。
県
内
外
の
愛
好

家
約
2
5
0
人
が
集
ま
っ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
様
子
を
写
真
で
紹
介
す
る
。

【
山
陰
中
央
新
報
社
平
成
27
年
3
月
4
日（
水
）の
記
事

 

（
写
真
は
会
か
ら
提
供
）】

石
見
国
に
赴
任
。
同
国
で
の
妻
・
依
羅
娘
子
と

の
別
れ
な
ど
を
詠
ん
だ
和
歌
が
、
奈
良
時
代
の

歌
集
「
万
葉
集
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

内
田
氏
は
人
麻
呂
の
学
識
を
テ
ー
マ
に
語

り
、
万
葉
集
に
は
本
来
の
意
味
に
関
係
な
く
漢

字
で
日
本
語
を
表
記
し
た
万
葉
仮
名
が
使
わ
れ

て
い
る
、
と
説
明
。
そ
の
上
で
、
人
麻
呂
の

「
し
ぐ
れ
が
降
り
、
い
と
し
い
人
に
会
い
に
行

け
ず
、
一
日
が
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い

う
内
容
の
歌
で
、
し
ぐ
れ
が
「
為
暮
」
と
表
記

さ
れ
て
い
る
点
な
ど
に
注
目
。
人
麻
呂
が
漢
字

の
意
味
を
知
っ
た
上
で
使
い
、
豊
か
な
歌
の
世

界
を
築
い
た
と
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、
同
時
代
に
生
き
、
漢
字
・
漢
文
に

通
じ
て
い
た
と
さ
れ
る
古
事
記
の
編
者
・
太
安

万
呂
と
比
較
し
「
人
麻
呂
の
学
識
は
当
時
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
。
漢
字
に
対
す
る
知
識
は
、
太
安
万

呂
に
匹
敵
し
て
い
た
だ
ろ
う
」
と
推
察
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
、
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
（
川
島

芙
美
子
会
長
）
な
ど
が
主
催
。
内
田
氏
、
川
島

会
長
、
作
家
の
村
尾
靖
子
氏
、
N
P
O
法
人
出

雲
学
研
究
所
（
出
雲
市
）
の
藤
岡
大
拙
理
事
長

の
4
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
あ
っ
た
。

【
山
陰
中
央
新
報
社
に
よ
る
平
成
27
年
3
月
2
日
（
日
）

 

の
記
事
（
写
真
は
会
か
ら
提
供
）】

【
コ
ラ
ム
】

し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク

ア
ス
で
豊
か
な
海
に
恵

ま
れ
た
し
ま
ね
を
体
感

し
て
い
た
だ
く
ゾ
ー
ン

で
す
。
石
見
万
葉
の
磯

か
ら
日
本
海
ま
で
を
紹

介
、
新
た
な
魅
力
に
触

れ
な
が
ら
身
近
な
海
へ

の
理
解
を
深
め
て
く
だ

さ
い
！ 益

田
・
グ
ラ
ン
ト
ワ

創
作
オ
ペ
ラ
「
ヒ
ト
・
マ
ル
」

 
市
民
の
熱
演　

魅
了

万
葉
歌
人
・
柿
本
人
麻
呂
を
題
材
に
し
た

石
見
初
の
本
格
創
作
オ
ペ
ラ
「
ヒ
ト
・
マ
ル
」

が
15
日
、
益
田
市
の
島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
・
グ
ラ
ン
ト
ワ
で
上
演
さ
れ
た
。
2
0
1
5

年
10
月
に
開
館
10
周
年
を
迎
え
る
の
を
前
に
、

同
館
の
し
ま
ね
文
化
振
興
財
団
が
初
め
て
企
画
。

日
本
を
代
表
す
る
オ
ペ
ラ
歌
手
と
公
募
で
選
ば

れ
た
地
元
の
出
演
者
が
熱
演
し
、
満
席
と
な
る

1
3
5
0
人
の
観
客
を
魅
了
し
た
。

ヒ
ト
・
マ
ル
は
、
石
見
地
方
に
ゆ
か
り
の
深

い
柿
本
人
麻
呂
か
ら
着
想
を
得
た
主
人
公
ヒ

ト
マ
ロ
が
､
時
の
権
力
者
の
追
っ
手
を
振
り

払
っ
て
過
去
と
未
来
を
自
由
に
行
き
来
す
る
奇

想
天
外
な
ス
ト
ー
リ
ー
。
創
作
オ
ペ
ラ
に
定
評

が
あ
る
加
藤
直
さ
ん
（
72
）
が
脚
本
・
演
出
を

手
掛
け
る
な
ど
、
一
流
の
メ
ン
バ
ー
が
制
作
に

関
わ
っ
た
。

ヒ
ト
マ
ロ
役
の
腰
越
満
美
さ
ん
（
49
）
や
島

根
県
奥
出
雲
町
出
身
の
糸
賀
修
平
さ
ん
（
34
）

ら
国
内
外
で
活
躍
す
る
４
人
の
ソ
リ
ス
ト
と
、

合
唱
や
舞
踊
を
担
当
す
る
公
募
市
民
25
人
に
加

え
、
グ
ラ
ン
ト
ワ
合
唱
団
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
総

勢
1
2
0
人
が
出
演
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
楽
士
の

演
奏
に
合
わ
せ
て
15
章
に
編
成
さ
れ
た
物
語
を

情
感
た
っ
ぷ
り
に
表
現
し
た
。

【
山
陰
中
央
新
報
社
平
成
27
年
2
月
16
日（
月
）の
記
事
】

江
津
で
万
葉
フ
ェ
ス　

　
　

学
識
当
時
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

 

人
麻
呂
実
像

内
田
氏
（
国
語
学
者
）
が
講
演

島
根
県
の
石
見
地
方
に
ゆ
か
り
の
深
い
歌

聖
、
柿
本
人
麻
呂
の
魅
力
に
迫
る
イ
ベ
ン
ト

「
万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

ｉ
ｎ 

石
見
」
が
1

日
、
江
津
市
嘉
久
志
町
の
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
あ
っ
た
。
国
語
学
者
で
京
都
大
学
名
誉

教
授
の
内
田
賢
徳
氏
＝
雲
南
市
大
東
町
出
身
＝

の
講
演
な
ど
を
通
し
て
、
来
場
者
約
2
5
0
人

が
謎
の
多
い
人
麻
呂
の
実
像
に
思
い
を
巡
ら

せ
た
。

人
麻
呂
は
約
1
3
0
0
年
前
、
官
吏
と
し
て

第 5号
平成27年
7月 1日発行

石 見 万 葉 の 磯 を 復 元
石見の磯にすむ身近な生物達を楽しもう

高角小学校生徒の「石見相聞歌」朗唱

演題「人麻呂の学識は
　　　古事記の述作者に
　　　匹敵する」

内
田
賢
徳
氏

村
尾
靖
子
氏

藤
岡
大
拙
氏
に
よ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

出
演
者
一
同
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「
叶
う
旅
」
レ
ポ
ー
ト

益
田
市
観
光
交
流
課　

中
島　

光
太
郎

益
田
市
で
は
、
歌
聖
柿
本
人
麿
を
活
用
し
た

交
流
人
口
拡
大
を
目
的
に
、
平
成
26
年
7
月

に
、
市
内
の
万
葉
関
連
団
体
で
組
織
す
る
〝
う

た
神
の
国　

益
田
〞
観
光
推
進
委
員
会
（
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
・
川
島
芙
美
子
会
長
）
を
設
立

し
た
。

本
会
で
は
、
島
根
県
の
観
光
素
材
造
成
事
業

支
援
補
助
金
を
活
用
し
、
平
成
26
年
11
月
に

「
第
1
回　

柿
本
人
麿
公
顕
彰
全
国
短
歌
大
会
」

を
開
催
。（「
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
」
会
報
第
4

号
で
報
告
済
）
こ
の
度
、
同
補
助
金
を
活
用
し

た
第
2
段
の
企
画
で
あ
る
「
叶
う
た
び
」
を
平

成
27
年
3
月
25
〜
26
日
に
か
け
て
実
施
し
た
。

本
会
で
は
「
人
麿
・
万
葉
を
活
用
し
た
新
た

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
掘
り
起
こ
し
」
を
目
的
の

一
つ
と
し
て
お
り
、「
叶
う
た
び
」
で
は
広
島

方
面
の
女
性
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
し
ぼ
る
こ
と
と

し
た
。
ま
た
、
た
だ
人
麿
ゆ
か
り
の
地
を
周
遊

す
る
の
で
は
な
く
、
人
麿
が
歌
を
詠
み
た
く
な

る
ほ
ど
の
石
見
の
地
、
そ
の
人
麿
の
言
葉
の
力

が
宿
る
石
見
を
巡
る
こ
と
で
〝
願
い
を
叶
え
る

お
手
伝
い
を
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
〞
を
描

き
、
高
津
柿
本
神
社
で
は
そ
の
言
葉
（
願
い
）

を
形
に
し
、
願
掛
け
（
＝
奉
納
）
を
す
る
と
い

う
体
験
要
素
も
組
み
込
ん
だ
。
そ
の
他
、
温
泉

津
の
清
水
大
師
寺
で
の
「
瞑
想
体
験
」、
三
隅

の
石
州
和
紙
会
館
で
の
「
紙
す
き
体
験
」
を
し

な
が
ら
「
石
見
地
方
」
を
東
か
ら
西
へ
周
遊
し

て
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
は
10
名
（
途
中
参
加
含
む
）
と
広
報

活
動
の
不
足
を
反
省
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
見
る
と
参
加
者
の
満
足
度
は
高
か
っ
た
。

参
加
者
か
ら
の
声
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

「
願
い
を
叶
え
る
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
よ
う

と
し
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
」
と
い
う
意
見
で

あ
っ
た
。
一
方
、「
事
前
に
資
料
を
も
ら
っ
て
、

そ
の
こ
と
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
な
お
良
か
っ

た
」
と
の
声
も
あ
り
、
参
加
者
に
あ
ら
か
じ
め

ツ
ア
ー
の
趣
旨
を
十
分
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
で
さ
ら
に
満
足
度
が
向
上
し
た
の
で
は
な
い

か
と
も
感
じ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
今

回
の
よ
う
に
人
麿
を

テ
ー
マ
と
し
た
企
画

に
限
る
も
の
で
は
な

く
、「
石
見
地
方
」

へ
の
誘
客
を
考
え
た

際
に
共
通
し
て
言
え

る
こ
と
で
あ
り
、
旅

行
者
の
方
に
、「
石

見
」
の
イ
メ
ー
ジ
や

地
域
の
魅
力
を
ス

ト
ー
リ
ー
化
し
て
発

信
す
る
こ
と
で
、
誘
客
の
促
進
に
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
、
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。

平
成
26
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
上
記
の

よ
う
に
様
々
、
試
験
的
に
新
た
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
。

平
成
27
年
度
以
降
は
、
各
事
業
の
反
省
を
踏

ま
え
た
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

石
見
と
人
麿

〜
川
島
会
長
の
講
演
か
ら
思
う
こ
と
〜

益
田
市
柿
本
人
麿
公
顕
彰
会　

　

会
員　

永
田　

賢
治

去
る
3
月
7
日
（
土
）、「
益
田
市
柿
本
人
麿

公
顕
彰
会
」
の
研
修
講
演
会
で
、「
山
陰
万
葉

を
歩
く
会
」
の
川
島
芙
美
子
会
長
に
、「
人
麿

の
謎
『
水
底
の
歌
』
の
周
辺
を
探
る
」
と
題
し

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
な
ぜ
、
人
麿

は
石
見
に
来
た
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し

て
、
大
陸
・
朝
鮮
半
島
に
近
い
「
石
見
の
風

土
」
が
中
央
か
ら
見
て
も
重
要
な
地
だ
っ
た
こ

と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
人
麿
の

「
石
見
相
聞
歌
」
中
の
言
葉
に
つ
い
て
も
、「
石

見
の
風
土
」
と
一
体
化
し
た
味
わ
い
深
さ
が
あ

る
こ
と
に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

石
見
の
「
玉
藻
な
す
」
海
の
美
し
さ
。「
玉

藻
な
す
寄
り
寝
し
妹
」
が
「
夏
草
の
思
ひ
萎
え

て
偲
ふ
ら
む
」
の
面
影
。
波
に
寄
り
来
る
海
藻

が
か
ら
み
つ
く
よ
う
に
、
寄
り
添
っ
て
寝
た
妻

へ
の
慕
情
。「
し
の
ふ
（
し
の
ぶ
）」
は
、「
し

ぐ
れ
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る
言
葉
。
石
見
に

は
、
人
麿
が
表
現
し
た
す
ば
ら
し
い
も
の
が
現

実
に
あ
る
の
に
、
な
ぜ
、
発
信
に
な
り
え
な
い

の
か
。
石
見
だ
け
で
は
無
理
が
あ
り
、
山
陰
に

広
げ
、
つ
な
げ
て
す
る
と
効
果
的
。
―
―
自
然

と
一
体
化
し
た
表
現
の
味
わ
い
と
と
も
に
、
問

題
提
起
と
見
解
が
示
さ
れ
、「
石
見
と
人
麿
」

の
と
ら
え
方
や
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「『
水
底
の
歌
』（
梅
原
猛
著
）
を
通
し
て
、

人
麿
の
す
ご
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
」
と
し
て
、

そ
の
周
辺
を
語
る
お
話
の
中
で
興
味
深
く
思
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
人
麿
の
柿
本

氏
は
渡
来
系
の
古
い
豪
族
「
和
爾
氏
」
の
流
れ

を
く
む
一
族
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
益
田
市
戸

田
柿
本
神
社
の
「
人
麿
七
体
像
」
に
、
渡
来
系

の
語
り
部
の
姿
を
感
じ
た
こ
と
が
脳
裏
を
巡
り

ま
し
た
。
人
麿
の
学
識
の
深
さ
と
言
葉
の
想
像

力
は
、
朝
鮮
半
島
や
大
陸
の
文
化
に
も
精
通
し

た
語
り
部
の
広
い
視
野
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
う
一
つ
は
、
藤
原
京
を
背
景
に
し
た
政
治

情
勢
と
人
麿
と
の
関
係
で
す
。
皇
位
継
承
の
犠

牲
者
と
、
律
令
体
制
の
確
立
、
藤
原
氏
の
権
力

掌
握
の
渦
中
で
、
言
葉
を
駆
使
し
て
歌
っ
た
人

麿
の
挽
歌
（
鎮
魂
歌
）
に
、
ど
ん
な
思
い
が
秘

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
時
代
の
情
勢
や
権
力
者

へ
の
抗
い
の
思
い
か
、
人
の
世
の
無
常
へ
の
思

い
か
。
そ
の
心
境
を
勝
手
に
想
像
し
な
が
ら
、

お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
陰
に
関
わ
り
の
あ
る

万
葉
歌
人
と
し
て
、
石
見

の
人
麿
の
他
に
門
部
王

（
出
雲
）、
山
上
憶
良
（
伯

耆
）、
大
伴
家
持
（
因
幡
）

が
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
人
麿

と
深
い
関
係
の
あ
る
人
物

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
具
体

的
な
お
話
を
聴
け
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し

た
。
ま
た
の
機
会
の
お
話
を
楽
し
み
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
と
学
び

を
与
え
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

「
理
事
会
」
を
開
催
し
て

山
陰
万
葉
を
歩
く
会
事
務
局　

大
石　
　

勤

2
月
7
日
、
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、「
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
」
の
理
事
会
を
初
め
て

開
催
し
ま
し
た
。

本
会
は
、
平
成
25
年
9
月
の
設
立
以
来
、「
万
葉

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

ｉ
ｎ 

I
W
A
M
I
」
の
開
催
や
山

陰
万
葉
地
図
・
機
関
紙
な
ど
の
発
行
、
会
員
の
募
集
な

ど
多
く
の
活
動
を
川
島
会
長
の

指
導
の
も
と
、
各
役
員
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
行
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
副
会

長
や
理
事
等
の
役
員
が
会
の
名

称
の
ご
と
く
山
陰
両
県
の
各
地

に
点
在
し
、
な
か
な
か
集
ま
る

機
会
を
持
て
ず
、
今
回
初
め

て
の
開
催
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

川
島
会
長
、
木
谷
副
会
長
を
は
じ
め
5
名
の
理
事
と

2
名
の
監
事
、
そ
し
て
私
を
含
む
事
務
局
2
名
の
総
勢

11
名
で
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
報
告
や
入
会
状
況
、
今
後

の
会
と
し
て
の
方
向
性
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
奈
良
県
と
の
双
方
向
の
交
流
の
促

進
や
早
期
の
情
報
発
信
の
強
化
、
ま
た
足
元
を
固
め
る

た
め
の
島
根
・
鳥
取
の
交
流
の
促
進
な
ど
、
多
く
の
建

設
的
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
出
席
者
は
、
こ
れ
ま
で
無
報
酬
の
う
え
、
旅
費
等

も
十
分
支
給
さ
れ
な
い
中
で
、「
山
陰
の
万
葉
」
を
何

と
か
全
国
区
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
本
会
の
活
動
を

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
、「
入
会
し
て

良
か
っ
た
」
と
会
員
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
出
来
る
限
り
頑
張
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導
・

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

● 

万
葉
食
・
江
津
市
の
短
歌
教
室
は
次
回
で
ご
紹
介
致
し

ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

● 

大
伴
家
持
大
賞
（
問
合
せ
：
因
幡
万
葉
歴
史
館
、
締

切
：
7
月
31
日
）、
山
上
憶
良
短
歌
賞
（
問
合
せ
：

倉
吉
市
立
図
書
館
、
募
集
期
間
：
10
月
1
日
〜
11
月

29
日
）
が
あ
り
、
来
年
度
は
山
上
憶
良
赴
任
千
三
百

年
祭
が
倉
吉
で
大
々
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

山陰のモンサンミッシェル衣毘須神社

【山陰万葉を歩く会】【山陰万葉を歩く会】
問合せは江津市役所商工観光課・入会申込書や情報などは島根県立万葉公園のホームページです。
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「
万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の
感
想

山
陰
万
葉
を
歩
く
会　
　
　

会
員　

山
本　

倭
子

川
島
芙
美
子
会
長
の
著
書
「
人
麻
呂
さ
ん　

石
見
に
生
き
て　

恋
し
て
」
を
案
内
役
に
、
ゆ

か
り
の
地
を
順
に
巡
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
矢

先
、「
万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

イ
ン　

イ
ワ

ミ
」
の
案
内
が
届
き
、
嬉
し
く
、
即
効
申
し
込

み
ま
し
た
。
当
日
の
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に

驚
き
ま
し
た
。
内
田
賢
徳
先
生
の
「
学
識
を

持
っ
て
い
た
人
麻
呂
さ
ん
は
、
古
事
記
も
書
け

た
の
で
は
」
の
お
話
は
衝
撃
で
し
た
。
大
谷
香

代
子
先
生
の
冷
泉
流
披
講
で
は
、
恥
ず
か
し
げ

も
な
く
大
き
な
声
で
朗
唱
し
、
雅
び
な
雰
囲
気

も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の

「
石
見
乙
女
に
人
麻
呂
さ
ん
は
い
つ
惚
れ
た
の

か
」
も
、
と
て
も
お
も
し
ろ
く
、
こ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
は
未
だ
に
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

舞
台
が
次
々
と
変
わ
る
と
、
音
が
溢
れ
出

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ
、
色
彩
が
溢
れ
ま
し

た
。
人
麻
呂
さ
ん
と
の
関
わ
り
を
幼
児
か
ら
大

学
生
、
青
年
、
市
民
と
総
べ
て
の
年
代
を
巻

き
込
み
、
そ
し
て
、
そ
の
年
代
に
合
せ
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
飽
き
る
こ
と
な
く
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
江
津
市
さ
ん
は
良
い
事
を

し
て
お
ら
れ
る
、
取
り
組
み
が
、
企
画
が
、
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

二
日
目
の
「
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
」
で
は
、
若
い

美
男
子
の
人
麻
呂
さ
ん
、
依
羅
娘
子
さ
ん
に
会

え
、
時
間
に
制
限
さ
れ
な
が
ら
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
早
足
に
、
聞
き
洩
ら
す
ま
い
と
懸
命
に
つ
い

て
歩
き
な
が
ら
、
必
ず
ま
た
来
よ
う
、
来
な
く

て
は
、
と
強
い
お
も
い
を
持
っ
た
の
で
し
た
。

大
好
き
な
坂
本
信
幸
先
生
揮
毫
の
歌
碑
も
あ
っ

た
の
で
、「
笹
の
葉
は
、
み
や
も
さ
や
に
…
…
」

の
先
生
の
歌
碑
と
共
に
写
真
も
撮
り
、
大
満

足
。
人
麻
呂
さ
ん
の
「
石
見
相
聞
歌
」
は
、
凄

い
ね
、
激
し
い
恋
、
情
熱
的
、
よ
く
聞
き
ま

す
。
こ
の
度
、
そ
の
恋
に
浸
り
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
韓
の
崎　

高
角
山
を
巡
り
見
て
、
人
麻
呂

さ
ん
の
恋
に
疲
れ
ぬ
」
恋
に
は
く
た
び
れ
ま

し
た
が
、
と
て
も
充
実
し
た
、「
万
葉
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル　

イ
ン　

イ
ワ
ミ
」
で
し
た
。
お
世

話
に
な
っ
た
皆
様
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
チ
ャ
ッ

カ
リ
と
次
の
計
画
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奈
良
県
発
着
・
万
葉
の
旅
リ
ポ
ー
ト

 

（
３
月
１
日
〜
３
月
２
日
）

奈
良
S
・
G
・
G
ク
ラ
ブ（
外
国
人
対
象
ガ
イ
ド
）

会
員　

須
藤
千
要
子

「
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
」
の
川
島
芙
美
子
会

長
か
ら
ご
案
内
を
頂
い
た
、「
柿
本
人
麻
呂
ゆ

か
り
の
地
を
訪
ね
て
」
の
1
泊
2
日
の
旅
で
、

島
根
県
の
江
津
市
及
び
益
田
市
の
二
市
の
観
光

協
会
と
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
々

の
お
世
話
に
な
り
、
様
々
な
交
流
を
し
て
参
り

ま
し
た
。

朝
8
時
J
R
奈
良
駅
前
を
出
発
し
た
車
は
、

昼
過
ぎ
江
津
市
「
万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

イ

ン　

石
見
」
会
場
に
到
着
。
竹
か
ご
に
入
っ
た

心
づ
く
し
の
「
万
葉
弁
当
」
を
頂
き
な
が
ら
、

万
葉
衣
装
の
イ
ベ
ン
ト
を
拝
見
。
地
元
で
い
か

に
人
麻
呂
さ
ん
が
慕
わ
れ
、
大
切
に
語
り
つ
が

れ
て
い
る
か
、
を
実
感
す
る
。
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
歌
手
の
早
苗
ネ
ネ
さ
ん
が
、
万
葉
の

歌
を
様
々
な
メ
ロ
デ
ィ
に
の
せ
て
、
現
代
的
な

表
現
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
奈
良
か
ら
お
客
様
が
お
越
し
頂
い
て
い
ま

す
」
と
会
長
に
ご
紹
介
を
頂
き
、
今
回
の
旅
に

参
加
さ
れ
た
深
田
道
さ
ん
か
ら
、
ス
テ
ー
ジ

で
「
奈
良
及
び
S
G
G
ク
ラ
ブ
の
事
」
を
少
し

お
話
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
地
元
の

N
H
K
テ
レ
ビ
が
撮
影
し
、
ニ
ュ
ー
ス
で
一
部

が
紹
介
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
夜
、
江
津
市
有
福
温
泉
の
神
楽
殿
で
見

た
「
石
見
神
楽
」
は
圧
巻
で
し
た
。
ヤ
マ
タ
ノ

オ
ロ
チ
の
尾
が
ひ
ざ
を
か
す
り
、
剣
を
手
に
舞

う
若
者
の
息
遣
い
が
伝
わ
る
、
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
体
感
の
感
動
で
し
た
。

翌
日
は
、「
万
葉
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
」
で
江

津
市
内
の
高
角
山
万
葉
公
園
、
都
野
津
柿
本
人

麻
呂
神
社
な
ど
、
午
後
か
ら
は
、
益
田
市
内
の

高
津
柿
本
神
社
、
戸
田
柿
本
神
社
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
地
元
ガ
イ
ド
の
方
に
御
案
内
頂
き
ま

し
た
。

島
根
と
奈
良
は
遠
い
で
す
が
、
人
麻
呂
さ
ん

が
最
も
活
躍
さ
れ
た
の
は
持
統
天
皇
の
御
代
で

あ
り
、
ま
た
出
雲
大
社
と
桜
井
の
大
神
神
社

の
、
共
通
の
御
祭
神
大
国
主
命
様
の
ご
縁
も
あ

り
、
色
々
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
、

あ
ら
た
め
て
実
感
出
来
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。

奈
良
S
・
G
・
G
ク
ラ
ブ
顧
問　

深
田　
　

道
お
さ
む

①
外
国
人
観
光
客
の
お
も
て
な
し
に

昨
年
、
私
達
が
対
応
し
た
外
国
人
客
数
八
万

六
千
人
の
、
15
％
は
英
語
を
公
用
語
と
し
た
国

か
ら
。
後
の
75
％
の
方
に
も
英
語
で
お
応
え
し

て
い
る
が
、
こ
の
対
話
の
端
々
に
相
手
の
母
国

語
を
織
り
交
ぜ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
親
し
み
が

湧
き
、
新
た
な
お
も
て
な
し
に
な
る
の
で
は
！

こ
の
想
い
、
夢
に
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
。

② 

「
万
葉
F
E
S
T
I
V
A
L　

I
N　

石
見
」

へ
の
お
招
き
有
難
う

万
葉
の
本
を
片
手
に
現
地
を
歩
け
る
と
、

軽
い
気
持
で
訪
れ
た
石
見
。
見
っ
け
！
「
石
見

の
や
高
角
山
の
木
の
際
よ
り
」
の
歌
碑
、
灯
台

か
ら
見
た
海
、
前
日
歌
っ
た
相
聞
歌
、
迫
力
あ

る
神
楽
等
々
、
石
見
の
す
べ
て
に
「
万
葉
の
い

ぶ
き
」
を
感
じ
た
。
文
字
通
り
「
人
麻
呂
さ

ん
、
石
見
に
生
き
て
恋
し
て
」
に
同
感
。
そ
し

て
感
謝
。

万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

i
n
有
福
温
泉

江
津
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

会
長　

岡
本　
　

悟

3
月
1
日
の
「
万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

イ

ン　

石
見
」
の
興
奮
も
冷
め
や
ら
ぬ
中
、
夕
方

有
福
温
泉
の
三
階
旅
館
で
開
催
さ
れ
た
「
有

志
に
よ
る
打
ち
上
げ
懇
親
会
」
に
参
加
し
ま

し
た
。

早
苗
ネ
ネ
さ
ん
や
、
奈
良
県
か
ら
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
の
他
、
市
内
外
の
皆
さ
ん
と
川
島
芙

美
子
会
長
、
合
わ
せ
て
総
勢
20
名
ほ
ど
で
、
三

階
旅
館
の
主
人
、
自
ら
腕
を
振
る
っ
た
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
の
酒
席
の
な
か
、「
万
葉

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

イ
ン　

石
見
」
の
感
想
な

ど
、
思
い
思
い
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

江
津
市
は
、
万
葉
歌
人
「
柿
本
人
麻
呂
」
と

そ
の
妻
、「
依
羅
娘
子
」
が
詠
ん
だ
「
石
見
相

聞
歌
」
の
舞
台
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、

市
内
に
は
そ
の
二
人
の
歌
碑
が
6
ヶ
所
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
質
、
量
と
も
に
国
内
最
高
の
レ
ベ

ル
と
い
え
ま
す
。
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
し
て
こ
の
歌
碑
を
含
め
た
ゆ
か
り
の
地
を
、

わ
か
り
易
く
説
明
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
2
日
目
も
バ
ス
に
て
ガ
イ
ド
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
一
方

で
、
ガ
イ
ド
の
依
頼
件
数
が
な
か
な
か
増
え

ず
、
相
手
の
方
へ
適
切
に
説
明
す
る
こ
と
の
難

し
さ
や
、
自
己
満
足
に
陥
り
や
す
い
説
明
な

ど
、
日
々
反
省
も
し
て
お
り
ま
す
。

懇
親
会
の
な
か
で
、
万
葉
の
本
場
の
奈
良
の

方
か
ら
の
興
味
深
い
話
、
外
国
人
に
ガ
イ
ド
を

さ
れ
て
い
る
方
の
苦
労
話
や
、
川
島
会
長
の
造

詣
深
い
話
、
ま
た
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る

各
団
体
さ
ん
の
強
い
思
い
な
ど
、
様
々
な
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
万
葉
の
世
界
は

「
と
っ
つ
き
に
く
い
」
と
感
じ
る
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
専
門
知
識
な
し
で
語

り
合
う
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
の
神
楽
殿
で
の
神
楽
も
大
変
す
ば

ら
し
い
も
の
で
し
た
。

人
麻
呂
の
時
代
は
、
奈
良
か
ら
江
津
ま

で
、
1
ヶ
月
弱
か
か
る
命
が
け
の
旅
で
し
た
。

「
…
…
我
が
振
る
袖
を
妹
み
つ
ら
む
か
」
と

歌
っ
た
「
人
麻
呂
」
と
「
依
羅
娘
子
」
は
、
こ

の
高
角
山
の
別
れ
が
今
生
の
別
れ
と
な
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
今
日
で
は
大
和
の
国
か
ら
石
見

の
国
へ
は
、
半
日
も
あ
れ
ば
行
け
る
距
離
に
な

り
ま
し
た
。
人
麻
呂
に
会
い
に
江
津
に
来
て
頂

い
た
皆
さ
ん
に
、
何
度
で
も
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し

て
江
津
の
良
さ
を
、
真

に
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
た
一
日
で
し
た
。
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出
演
し
て
思
っ
た
こ
と

山
陰
万
葉
を
歩
く
会
会
員
・
麻
呂
の
会

会
員　

深
野　

 

富
夫

『
憶
良
ら
は
今
は
罷
ら
む
子
泣
く
ら
む 

そ
れ

そ
の
母
も
吾
を
待
つ
ら
む
ぞ
』

私
が
演
じ
た
山
上
憶
良
が
宴
よ
り
そ
ろ
そ
ろ

帰
ろ
う
と
す
る
時
に
詠
ま
れ
た
歌
で
す
。
こ
の

と
き
山
上
憶
良
は
60
歳
〜
70
歳
の
老
人
で
、
宴

会
を
先
に
帰
っ
て
し
ま
う
気
ま
ず
さ
を
と
っ
さ

の
機
転
を
働
か
せ
た
ジ
ョ
ー
ク
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
山
上
憶
良
と
は
一
体
ど
ん
な
人
物

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

彼
は
奈
良
時
代
初
期
の
貴
族
・
歌
人
で
、
七

〇
二
年
に
遣
唐
使
と
し
て
唐
に
渡
り
、
儒
教

や
仏
教
な
ど
最
新
の
学
問
を
研
鑽
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
思
想
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
死
や
貧
、
老
、
病
な
ど
と
い
っ
た
も
の
に

敏
感
で
、
か
つ
社
会
的
な
矛
盾
を
鋭
く
観
察
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
代
表
的
な
歌
に
「
貧
窮
問

答
歌
」、「
子
を
思
ふ
歌
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
万
葉
集
」
に
は
78
首
が
撰
ば
れ
て
お
り
、
大

伴
家
持
や
柿
本
人
麻
呂
、
山
部
赤
人
ら
と
共
に

奈
良
時
代
を
代
表
す
る
歌
人
と
し
て　

高
い
評

価
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
万
葉
集
と
の
出
会
い
は
高
校
時

代
、
か
の
有
名
な
犬
養
孝
先
生
の
講
演
が
、
竣

工
間
も
な
い
高
校
の
体
育
館
で
あ
り
、
あ
の
独

特
な
犬
養
節
で
、
柿
本
人
麻
呂
の
石
見
相
聞
歌

を
諳
ん
じ
ら
れ
た
こ
と
が
強
烈
な
印
象
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
都
野
津

町
の
柿
本
神
社
の
境
内
に
犬
養
孝
先
生
揮
毫
の

歌
碑
が
全
国
で
二
番
目
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

柿
本
神
社
に
は
当
時
、
樹
齢
八
〇
〇
年
以
上

と
も
い
わ
れ
る
立
派
な
人
麻
呂
の
松
が
あ
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
平
成
二
年
の
台
風
に

よ
っ
て
枝
が
折
れ
、
専
門
家
に
よ
る
手
当
も
む

な
し
く
そ
の
後
急
速
に
衰
え
平
成
九
（
一
九
九

七
） 

年
に
伐
採
さ
れ
ま
し
た
｡
今
は
二
世
が

跡
地
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
津
の
人
麻
呂
を
通
し
、
ま
た
今
度
の
寸
劇

で
の
山
上
憶
良
、
大
伴
家
持
な
ど
の
有
名
な
万

葉
歌
人
と
接
し
、
そ
の
上
大
き
な
声
で
そ
の
歌

を
歌
っ
た
こ
と
は
大
変
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
昔
か
ら
ず
っ
と
歌
い
継
が
れ
て
き
た

も
の
は
声
を
出
し
て
歌
う
べ
き
だ
と
思
い
ま

し
た
。

犬
養
孝
先
生
が
晩
年
江
津
に
再
来
さ
れ
た
折

り
、
大
き
な
声
で
、「
石
見
相
聞
歌
」
を
早
口

で
何
回
も
そ
ら
ん
じ
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
良
い
歌
は
耳
に
快
い
響
き
が
し
、
い

つ
ま
で
も
心
に
残
り
ま
す
。

「
歴
史
と
は
現
在
と
過
去
と
の
絶
え
間
な
い

対
話
で
あ
る
」（
E
・
H
カ
ー
）
を
身
を
も
っ

て
実
感
し
ま
し
た
。

「
万
葉
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
」
に

 

参
加
し
て

山
陰
万
葉
を
歩
く
会　
　
　

会
員　

土
谷　

和
生

昨
年
は
江
津
市
を
中
心
に
し
た
も
の
で
し
た

が
、
今
年
は
益
田
市
に
足
を
伸
ば
す
と
の
こ
と

で
し
た
の
で
妻
を
誘
っ
て
、
今
年
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
も
そ
う
で
し
た

が
、
今
年
も
大
変
な
歓
迎
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
日
、
思
い
も
し
な
い
原
稿
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。
私
が
書
く
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
と
思

い
ま
し
た
が
、
二
度
も
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
お

礼
に
で
も
な
れ
ば
と
思
い
書
く
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

参
加
し
て
改
め
て
思
う
こ
と
は
、「
万
葉
集

の
魅
力
」
と
、「
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
人
麻
呂

の
謎
」
の
二
つ
で
す
。
私
が
思
う
「
万
葉
集
の

魅
力
」
の
一
つ
は
、
そ
の
表
記
に
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
万
葉
集
に
「
よ
き
人
の
よ
し
と
よ

く
み
て
」
と
い
う
天
武
天
皇
の
歌
が
あ
り
ま
す

が
、
万
葉
集
は
「
よ
し
・
よ
き
」
を
原
文
で

は
「
淑
・
芳
・
吉
・
良
・
四
来
」
と
書
き
分
け

て
表
記
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
そ
の
当
時
は
大
和

言
葉
を
漢
字
で
ど
の
よ
う
に
表
記
す
る
の
が
良

い
の
か
試
行
錯
誤
の
状
態
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
表
記
の
相
違
に
は
、
作

者
の
思
い
が
籠
っ
た
表
記
だ
と
思
い
ま
す
。
改

め
て
表
記
の
大
切
さ
を
思
い
ま
す
。

第
二
巻
の
1
3
1
の
「
石
見
の
海
」
で
始
ま

る
歌
の
「
渡
津
の
荒
磯
」
も
先
生
に
よ
っ
て

色
々
に
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。「
渡
津
」
の
訳
は

折
口
信
夫
先
生
で
す
が
、
中
西
進
先
生
は
「
和

多
津
」、
犬
養
孝
先
生
は
「
和
多
豆
」、
ほ
か

に
「
柔
田
津
」
と
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
読

み
も
「
わ
た
つ
」
な
の
か
「
に
ぎ
た
づ
」
な
の

か
解
釈
に
よ
っ
て
違
っ
て
き
ま
す
。
第
二
巻
の

1
3
5
の
歌
の
「
辛
乃
埼
」
も
訳
さ
れ
た
先
生

に
よ
っ
て
「
辛
の
崎
」「
唐
の
崎
」「
韓
の
崎
」

と
違
い
ま
す
。「
唐
」
と
「
韓
」
で
は
ず
い
ぶ

ん
違
っ
た
感
じ
を
う
け
て
し
ま
い
ま
す
。
何
が

正
し
い
の
か
も
ち
ろ
ん
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど

う
で
も
良
い
と
い
う
も
の
で
も
無
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。

ま
た
、
初
め
て
訪
れ
た
戸
田
柿
本
神
社
の
そ

の
神
秘
的
な
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
な

に
が
そ
う
感
じ
さ
せ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
人
麻
呂
の
無
念
さ
を
感
じ
て
帰
り
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
頂
い
た
機
会
で
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
す
こ
し
ず
つ
勉
強
を
さ
せ
て
頂
こ
う
か

と
今
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
感
謝
い
た
し

ま
す
。

在りし日の人麻呂の松

益 田 市 高 津 柿 本 神 社 に て
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